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成分名 タウリン 

英 名 Thaurine 

CAS No. 107-35-7 

収載公定書 日局   外原規   ＵＳＰ 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/107-35-7  

 

投与経路 用途 

経口投与 安定（化）剤、緩衝剤、矯味剤、結合

剤、等張化剤、賦形剤、防腐剤、 静脈内注射 

筋肉内注射 

眼科用剤 

 

１．単回投与毒性 

該当文献なし  

２．反復投与毒性 

Wister系ラットにタウリンを0.5%，5.0%飼料に混入して18ヵ月間与えた結果，気管支炎， 腎盂腎炎，

糸球体炎，線維腺腫，副腎皮質の脂肪化が投与群，対照群で同様な程度と頻度で観察された。

高用量群でみられた毛細胆管の拡張以外，タウリン大量投与による組織学的変化は認められな

かった。1)  (Takahashi et al., 1972) 

３．遺伝毒性 

試験 試験系 濃度 結果 文献 

復帰突然変異 

ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌  

(TA97，TA98， 

TA100，TA1535) 

100-1000μg/plate 陰性 Zeiger, et al. 19882) 

４．癌原性 

該当文献なし 

５．生殖発生毒性 

① ICRマウスにタウリン 4 g/kgを妊娠 7日～14日に経口投与した結果，母体の体重増加，臓器

の大きさに影響はみられなかった。一腹あたりの着床数，出生児数，出生児体重は投与群と対照

群で有意な差は認められなかった。胎児の内臓・骨格観察では奇形は投与群，対照群ともにみら

れなかった。ICR マウスにタウリンを５％濃度で飼料に混入して三世代観察した結果，いずれの世

代でも投与による発育遅延がみられ，対照群に比べて投与群の摂餌量の減少が要因とみなされ

た。タウリンの高用量の摂取がマウスの生殖能に影響を及ぼさないとみなされた。F3 マウスの心

臓，肺，卵巣は対照群と比べて投与群では有意に小さかったが，組織学的な異常は認められな

かった。他の器官は肉眼，顕微鏡的検査で正常を示したが，精巣では対照群と比較して精子数
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の多い例がみられた。3) (Takahashi et al., 1972) 

② Wisterラットタウリン 300，1000，3000 mg/kgを妊娠 7日～17日に経口投与した結果，母体の

一般状態，体重，摂餌・ 摂水量，妊娠期間，分娩に影響は認められなかった。一腹の胎児数，胎

児死亡，胎児体重に薬物の影響はなかった。胎児の外表観察，骨格観察で投与による影響はな

かった。出生児の発育（体重増加，分化，一般行動，情動性，学習，繁殖能）への影響はみられな

かった。4) (Yamada et al., 1981)  

６．局所刺激性 

該当文献なし 

７．その他の毒性 

該当文献なし 

８．ヒトにおける知見 

該当文献なし 
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